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★
文
化
庁
の
京
都
移
転
も
順
調
に
進
ん
で
い
る

よ
う
で
あ
る
。
今
は
京
都
市
東
山
区
の
元
上
下

水
道
局
営
業
所
跡
に
仮
住
ま
い
で
あ
る
が
、
再

来
年
に
は
本
格
的
な
移
転
先
で
あ
る
京
都
府
警

本
部
が
改
装
に
な
り
、
そ
こ
で
国
会
対
応
、
関

係
府
省
庁
と
の
連
絡
調
整
等
以
外
の
業
務
を
行
う
。
★
文
化

庁
移
転
は
、
オ
ー
ル
京
都
の
力
で
、
運
動
を
展
開
し
、
実
現
し

た
。
戦
後
中
央
省
庁
が
移
転
し
た
の
は
、
こ
れ
が
初
め
て
の
こ

と
で
あ
る
。
京
都
府
、
京
都
市
、
経
済
界
、
文
化
関
係
者
の

力
の
結
集
が
、実
を
結
ん
だ
と
言
っ
て
よ
い
。
★
そ
れ
だ
け
に
、

運
動
に
関
わ
っ
た
人
、
団
体
の
責
任
は
非
常
に
重
い
。
と
り
わ

け
、
京
都
府
、
京
都
市
、
経
済
界
の
ト
ッ
プ
は
、
京
都
に
文

化
庁
が
移
転
し
て
よ
か
っ
た
と
、
中
央
省
庁
の
関
係
者
に
評
価

さ
れ
る
よ
う
に
努
力
を
し
て
も
ら
い
た
い
し
、
責
任
も
あ
る
。

★
先
日
、
自
民
党
の
予
算
・
税
制
等
に
関
す
る
政
策
懇
談
会

で
、
各
文
化
団
体
と
意
見
交
換
を
す
る
会
合
が
行
わ
れ
た
。

文
化
芸
術
団
体
の
関
係
者
が
、
京
都
に
文
化
庁
が
移
転
し
て
、

日
本
の
文
化
行
政
機
能
が
、
劣
化
す
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配

し
て
い
る
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
★
京
都
の
人
間
と
し
て
、
京

都
を
馬
鹿
に
し
た
発
言
だ
と
気
を
悪
く
し
た
。
反
面
、
東
京

か
ら
の
そ
ん
な
声
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て
、
そ
れ
は
東
京

人
の
取
り
越
し
苦
労
に
過
ぎ
な
い
と
、
京
都
人
は
意
地
を
見
せ

て
、
オ
ー
ル
京
都
で
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。

★
来
年
9
月
、
京
都
で
「
世
界
博
物
館
会
議
」
が
開
催
さ
れ

る
。
3
年
に
1
度
開
催
さ
れ
る
が
、
世
界
の
最
高
の
芸
術
文

化
人
の
集
ま
り
と
言
っ
て
い
い
。
京
都
の
良
さ
を
知
っ
て
貰
う

絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
京
都
で
開
催
し
て
良
か
っ
た
と
い
う
印

象
を
与
え
る
必
要
が
あ
る
。
★
開
催
都
市
で
は
、
参
加
者
が

期
間
中
、
都
市
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
で
き
る
無
料
乗
車

券
を
提
供
し
、
参
加
者
に
昼
食
会
を
催
す
事
が
恒
例
と
な
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
費
用
を
誰
が
負
担
す
る
の
か
。
さ

て
、
ど
う
す
る
の
か
。
オ
ー
ル
京
都
の
力
が
試
さ
れ
て
い
る
。
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8日明け方、入国管理法案の投票に臨む

憲
法
改
正
案
今
国
会
で
審
議
で
き
ず

出入国管理法案、7日未明に成立
正しい形での外国人受け入れを

出入国管理法案、7日未明に成立
正しい形での外国人受け入れを

恒 心

48
日
間
の
臨
時
国
会
が
終
わ
っ
た
。
今
国
会
は
13
の
法
律
、
3
つ

の
条
約
が
成
立
し
た
。
平
成
30
年
度
補
正
予
算
案
、
養
殖
業
へ
の
企

業
参
入
を
促
す
漁
業
法
の
改
正
案
、
自
治
体
が
運
営
す
る
水
道
事
業

に
民
間
企
業
も
参
入
出
来
る
水
道
法
改
正
案
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る

が
、
中
で
も
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
を
拡
大
す
る
出
入
国
管
理

法
の
改
正
案
の
審
議
が
今
国
会
の
大
き
な
争
点
と
な
っ
た
。
衆
参
両

院
で
は
野
党
の
厳
し
い
追
及
が
あ
っ
た
。
12
月
7
日
、
参
議
院
法
務

委
員
会
で
の
採
決
の
後
、
参
議
院
本
会
議
場
に
於
い
て
、
与
野
党
の

激
し
い
や
り
取
り
が
展
開
さ
れ
た
。
野
党
は
法
務
委
員
長
、
農
水
委

員
長
の
解
任
決
議
案
、
法
務
大
臣
、
総
理
大
臣
の
問
責
決
議
案
を
提

出
す
る
な
ど
執
拗
な
抵
抗
を
試
み
た
。
そ
の
た
め
、
入
国
管
理
法
案

が
可
決
成
立
し
た
の
は
、
8
日
明
け
方
の
4
時
10
分
頃
で
あ
っ
た
。

さ
す
が
に
多
く
の
議
員
は
疲
れ
果
て
た
表
情
で
あ
っ
た
。
な
お
安
倍

首
相
が
、
臨
時
国
会
前
に
意
気
込
ん
で
い
た
憲
法
改
正
案
は
、
今
国

会
に
於
い
て
も
憲
法
審
査
会
で
審
議
出
来
ず
に
終
わ
っ
た
。
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地方制度調査会で発言する二ノ湯委員

二
之
湯
武
史
議
員
質
問
に
立
つ

二
ノ
湯
氏
第
32
次
地
方
制
度
調
査
会
委
員
に

２
０
４
０
問
題
を
議
論

11
月
26
日
、
参
議
院
予
算
委
員
会
で
、
二
之

湯
武
史
議
員
が
自
民
党
を
代
表
し
て
質
問
に

立
っ
た
。
今
国
会
で
議
論
が
集
中
し
た
出
入
国

管
理
法
改
正
案
や
18
年
度
第
2
次
補
正
予
算

案
、
そ
し
て
選
挙
区 
滋
賀
県
高
島
市
で
の
迫

撃
砲
弾
着
弾
事
故
に
関
し
て
総
理
お
よ
び
関
係

閣
僚
へ
質
問
し
た
。
ま
た
、
日
産 

ゴ
ー
ン
会

長
逮
捕
を
取
り
上
げ
、
現
在
の
資
本
主
義
が
抱

え
る
問
題
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
質
疑
の
要
旨

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

◎
二
之
湯
：
第
2
次
補
正
予
算
の
国
土
強
靱
化

に
関
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
御
説
明
下
さ
い
。

◎
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
：
今
夏
の
災
害
を
経
験

し
、
例
え
ば
砂
防
ダ
ム
や
河
川
改
修
を
し
っ
か

り
と
や
っ
て
お
け
ば
、
も
っ
と
早
め
に
予
算
を

付
け
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う

声
も
随
分
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
後
悔
の
な
い
よ

う
、
や
る
べ
き
こ
と
を
や
っ
て
国
民
の
命
と
幸

せ
な
暮
ら
し
を
守
り
抜
い
て
い
き
た
い
。
同
時

に
、
景
気
を
下
支
え
す
る
た
め
に
も
補
正
予
算

を
確
か
な
も
の
と
し
て
い
き
た
い
。

◎
二
之
湯
：
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
、
日
・
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ

の
影
響
で
外
国
製
品
が
安
く
入
っ
て
く
る
こ
と

へ
の
懸
念
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
進
め

る
の
か
、
消
費
増
税
の
対
策
も
含
め
て
ご
教
示

い
た
だ
き
た
い
。

◎
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
：
今
回
の
補
正
予
算
に

お
い
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
の
早
期
発
効
に
対
応
す

る
た
め
の
農
林
水
産
業
の
強
化
策
等
、
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
支
援
、
そ
の
他
喫
緊
の

課
題
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

◎
二
之
湯
：
外
国
人
労
働
者
問
題
を
単
に
人
手

不
足
と
い
う
側
面
だ
け
で
議
論
す
べ
き
で
は
な

く
、
専
門
性
を
持
っ
た
外
国
人
た
ち
が
活
躍
す

る
多
文
化
共
生
社
会
は
革
新
的
で
創
造
性
に
富

ん
だ
社
会
で
あ
る
と
い
う
面
も
強
調
す
べ
き
で

あ
る
。
こ
の
点
で
通
称
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
人
材

を
積
極
的
に
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
が
い
か

が
か
。

◎
山
下
法
務
大
臣
：
本
年
6
月
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
骨
太
の
方
針
に
も
、
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
関

連
産
業
の
海
外
展
開
等
を
目
的
と
す
る
外
国
人

材
の
受
入
れ
を
一
層
推
進
す
る
方
策
を
検
討
す

る
と
さ
れ
て
お
り
、
関
係
府
省
庁
と
連
携
し
て

必
要
な
検
討
を
行
っ
て
参
り
た
い
。

◎
二
之
湯
：
11
月
14
日
に
滋
賀
県
高
島
市
の
陸

上
自
衛
隊
饗
庭
野
演
習
場
で
、
訓
練
中
に
迫
撃

砲
弾
の
破
片
が
演
習
場
外
の
一
般
車
両
に
直
撃

し
、
車
両
が
破
損
す
る
事
故
が
あ
っ
た
。
3
年

前
も
同
演
習
場
で
事
故
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
教
訓
が
い
か
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
事
故
発
生

時
の
連
絡
体
制
や
危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て
今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
か
れ
る
の
か
。

◎
岩
屋
防
衛
大
臣
：
今
後
こ
う
い
う
事
案
が
発

生
し
た
場
合
は
直
ち
に
訓
練
を
中
止
し
、
第
一

報
を
ま
ず
関
係
自
治
体
に
お
知
ら
せ
す
る
よ
う

に
と
い
う
指
示
を
出
し
た
。
事
故
の
再
発
を
防

ぐ
と
共
に
、
地
元
自
治
体
の
通
報
も
含
め
速
や

か
に
見
直
し
を
行
っ
て
参
り
た
い
。

◎
二
之
湯
：
昨
今
報
道
等
々
で
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
日
産
の
問
題
を
踏
ま
え
、
上
場
企
業
に

対
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
仕
組
み
等
を
ど
の
よ
う

に
お
考
え
か
。

◎
麻
生
財
務
大
臣
：
金
融
庁
と
し
て
は
、
経
営

陣
の
監
督
な
ど
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
を

形
式
的
で
は
な
く
実
働
的
、
実
効
的
な
も
の
に

出
来
る
よ
う
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
参
る
。

◎
二
之
湯
：
株
主
資
本
主
義
と
も
い
う
べ
き
経

営
理
念
が
世
界
中
に
広
ま
り
、
労
働
分
配
率
が

低
下
し
て
い
く
一
方
で
、
経
営
者
報
酬
や
株
主

配
当
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
雇
用
や
家
計

が
不
安
定
化
し
て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ
り
、

保
護
主
義
的
な
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
台
頭
す
る
と

考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
構
造
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
お
考
え
か
。

◎
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
：
今
、
企
業
は
過
去
最

高
の
収
益
を
上
げ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
収
益

を
着
実
に
賃
上
げ
に
繋
げ
て
未
来
へ
の
投
資
を

大
胆
に
行
い
、
成
長
と
分
配
の
好
循
環
を
し
っ

か
り
と
回
し
て
い
く
モ
デ
ル
を
日
本
で
つ
く
り

上
げ
る
。
そ
し
て
世
界
に
あ
る
べ
き
市
場
主

義
、
資
本
主
義
の
在
り
方
を
示
し
て
い
き
た

い
。

◎
二
之
湯
：
総
理
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
動
き
を
発

信
し
て
い
く
政
策
立
案
を
し
て
参
り
た
い
。

地
方
自
治
の
あ
る
べ
き
方
向
を
議
論
す
る
内

閣
府
の
審
議
会
に
「
地
方
制
度
調
査
会
」
が
あ

る
。
こ
の
調
査
会
は
内
閣
総
理
大
臣
の
諮
問
機

関
で
あ
る
。
地
方
自
治
法
の
改
正
に
は
総
理
か

ら
調
査
会
へ
の
諮
問
が
あ
り
、
調
査
会
委
員
が

慎
重
に
審
議
し
て
、
総
理
大
臣
に
答
申
す
る
。

非
常
に
権
威
の
あ
る
調
査
会
の
一
つ
で
あ
り
、

地
方
自
治
に
関
心
の
深
い
議
員
が
一
度
は
な
っ

て
み
た
い
調
査
会
で
あ
る
。
地
方
6
団
体
の
長

は
、
自
動
的
に
調
査
会
の
委
員
に
就
任
す
る
。

二
ノ
湯
議
員
は
、
平
成
11
年
〜
13
年
の
2
年

間
、
全
国
市
議
会
議
長
会
会
長
の
時
に
、
第
26

次
調
査
会
委
員
を
務
め
た
。
参
議
院
議
員
に
当

選
し
て
か
ら
、
こ
の
委
員
に
な
り
た
い
気
持
ち

を
持
っ
て
い
た
が
、
自
ら
を
売
り
込
む
こ
と
は

な
か
っ
た
。
先
日
、
参
議
院
自
民
党
か
ら
、
地

方
制
度
調
査
会
委
員
就
任
の
打
診
が
あ
り
、
二

ノ
湯
議
員
は
躊
躇
な
く
承
諾
し
た
。
今
回
の
第

32
次
調
査
会
で
は
、
高
齢
化
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

人
手
不
足
も
深
刻
化
す
る
と
さ
れ
る「
2040
問
題
」

と
地
方
自
治
体
の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
る
。

質問に立つ二之湯武史議員
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4
月
6
日
の
知
事
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ
れ
る
3
選
挙
区

の
予
定
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
た
。

第
8
回
日
中
議
員
会
議
2
月
北
京
で
開
催

二
ノ
湯
参
議
院
議
員

日
本
側
団
長
に

日
本
と
中
国
と
の
議
員
間
交
流
を
強
化

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
互
理
解
と
信
頼

を
増
進
し
、
両
国
間
の
協
力
を
拡
大
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
第
1
回
日
中
議
員
会
議

が
平
成
19
年
3
月
に
、
東
京
で
始
ま
っ

た
。
毎
年
1
回
、
相
互
に
交
代
す
る
。
今

年
2
月
に
は
、
第
7
回
会
議
が
東
京
で
行

わ
れ
、
二
ノ
湯
参
議
院
議
員
も
日
本
側
の

代
表
の
1
人
と
し
て
、
参
加
し
た
。
そ
の

際
、
二
ノ
湯
議
員
は
、
観
光
及
び
人
的
交

流
の
重
要
性
に
つ
い
て
発
言
し
た
。
来

年
は
中
国
側
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
こ
の
ほ
ど
全
国
人
民
代
表
大
会

か
ら
年
明
け
の
2
月
ご
ろ
に
、
北
京
で
行

い
た
い
と
参
議
院
に
連
絡
が
あ
っ
た
。
参

議
院
で
は
、
日
中
会
議
に
参
加
す
る
参
議

院
代
表
団
の
人
選
を
進
め
て
い
る
が
、
団

長
に
は
二
ノ
湯
智
議
員
が
務
め
る
こ
と
が

内
定
し
た
。
議
員
団
は
超
党
派
10
名
で
構

成
さ
れ
る
。
会
派
の
派
遣
人
数
は
、
自
民

5
名
、
公
明
1
名
、
立
憲
1
名
、
民
主
1

名
、
共
産
1
名
、
維
新
1
名
と
な
っ
て
い

る
。
米
中
貿
易
摩
擦
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
の

ス
マ
ホ
の
排
除
な
ど
、
日
中
間
を
取
り
巻

く
環
境
も
厳
し
い
。
そ
ん
な
時
の
会
議
だ

け
に
、
両
国
の
議
員
会
議
で
ど
ん
な
成
果

が
生
み
出
せ
る
の
か
注
目
さ
れ
る
。

小
林
正
明
君
を
偲
ぶ

話
題
豊
富
な
物
知
り
議
員

市
会
議
員
小
林
正
明
君
が
去
る
12
月
4
日
深

夜
、
直
腸
ガ
ン
の
為
な
く
な
っ
た
。
人
生
100
年
時

代
と
言
わ
れ
る
今
日
、
70
歳
は
働
き
盛
り
で
あ

り
、
早
す
ぎ
る
死
で
あ
る
。
も
と
よ
り
本
人
は
残

念
無
念
で
あ
り
、
こ
ん
な
こ
と
で
死
ん
で
た
ま
る

か
と
い
う
思
い
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
友
人
と
し
て

も
大
変
惜
し
い
彼
の
死
で
あ
る
。
小
林
君
は
、
Ｋ

Ｂ
Ｓ
放
送
に
勤
務
し
、
そ

の
後
、
伊
吹
文
明
代
議
士

の
秘
書
と
な
っ
た
が
、
秘

書
時
代
の
彼
と
は
、
接
触

が
な
か
っ
た
。
深
く
交
わ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

彼
が
平
成
3
年
、
京
都
市

会
議
員
に
当
選
し
て
か
ら

で
あ
る
。
私
は
そ
の
4
年

前
、
昭
和
62
年
に
京
都
市

会
に
出
て
い
た
。
そ
の
時
の
選
挙
で
、
自
民
党
は

新
人
が
2
人
し
か
当
選
で
き
な
か
っ
た
。
市
会
改

革
を
目
指
し
て
い
た
私
は
、
も
っ
と
多
く
の
若
い

人
が
市
会
に
出
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
。

平
成
3
年
は
確
か
7
人
の
自
民
党
の
新
人
が
当
選

し
た
。
そ
の
中
に
小
林
君
も
い
た
。
好
機
到
来
と

ば
か
り
、
そ
の
後
、
小
林
君
ら
と
、
市
会
議
長
の

2
年
制
、
議
員
団
の
役
員
の
新
旧
交
代
、
〼
本
市

長
擁
立
な
ど
、
先
輩
議
員
に
怒
ら
れ
な
が
ら
、
若

手
議
員
が
一
緒
に
な
っ
て
運
動
を
展
開
し
た
。
小

林
君
は
議
員
が
当
選
す
る
た
め
に
最
も
大
事
な
後
援

会
活
動
に
余
り
身
を
入
れ
な
か
っ
た
。
自
分
の
能
力

を
以
っ
て
す
れ
ば
、
そ
う
バ
タ
バ
タ
す
る
必
要
が
な

い
と
過
信
し
た
の
か
、
そ
れ
が
災
い
し
て
、
3
期
目

の
大
事
な
選
挙
で
落
選
、
涙
を
飲
ん
で
し
ま
っ
た
。

浪
人
中
の
4
年
間
、
次
期
選
挙
へ
の
準
備
、
子
供
の

教
育
、
生
活
費
の
工
面
な
ど
で
、
随
分
と
苦
労
を
し

た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
。
そ
の
時
の
、
肉
体

的
、
精
神
的
、
そ
し
て
経
済
的
苦
労
が
彼
の
病
気
の

遠
因
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
彼
は
非
常
に
個
性

的
な
人
間
で
あ
り
、
マ
ス
コ
ミ

出
身
者
に
あ
り
が
ち
な
勝
気

な
所
が
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
、

彼
の
人
物
評
価
に
つ
い
て
誤

解
が
多
か
っ
た
。
彼
を
評
価
す

る
人
、
彼
を
悪
く
い
う
人
、
相

半
ば
し
た
。
人
間
誰
し
も
仕
方

が
な
い
事
で
あ
る
が
、
議
員
の

場
合
、
実
体
以
上
に
厳
し
い
人

物
評
価
が
さ
れ
る
。
小
林
君
は

物
知
り
、
雑
学
の
士
で
あ
っ
た
。
同
じ
世
代
の
彼
と

は
、
共
通
し
た
話
題
が
多
く
、
話
を
し
て
い
て
、
面

白
く
、
楽
し
く
、
話
題
が
尽
き
る
こ
と
が
な
く
、
時

間
の
経
つ
の
を
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
だ
っ
た
。
京
都

市
会
に
あ
っ
て
、
ユ
ニ
ー
ク
な
名
物
議
員
だ
っ
た
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。
私
に
と
っ
て
、
馬
の
合
う
、
本

当
に
得
難
い
友
人
だ
っ
た
。
寂
し
く
て
、
残
念
で
な

ら
な
い
。
今
は
、
た
だ
彼
の
冥
福
を
祈
る
ば
か
り
で

あ
る
。

参
議
院
議
員　

二
ノ
湯
　
智

「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」の発行をはじめ、
二ノ湯さとしの政治活動をご支援いただける会員を募集して
おります。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張にご賛同いただ
き、ご入会下さいますようお願い申し上げます。

新政経懇話会
年会費　1口1万円

入会申込・お問い合わせ先
二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

「新政経懇話会」入会のお願い 政経文化懇談会の御礼
自民党京都府連の政経文化懇談会は去る12月1日に、左京

区宝ヶ池の国際会議場で盛大に開催することができました。開
催に当たり、皆様方には温かいご協力を賜り、誠に有難うござ
いました。自民党に所属する国会議員はじめ各級議員は皆様方
の声に謙虚に耳を傾け、国、地元京都の発展のために誠心誠意
努力して参ります。今後とも変わらぬご支援を頂きますようお
願い申し上げます。� 平成30年12月　　　　　　　　

参議院議員　二ノ湯　智
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兵
庫
県
で
の

　
　「
ふ
る
さ
と
対
話
集
会
」

二
ノ
湯
議
員
、
住
民
の
生
の
声
を
聞
く

決算委員会で挨拶する
二ノ湯前決算委員長

市内企業家、
障害者若者グループ・赤穂市

「食と農を守るかあちゃんず」
主要メンバー・相生市

一
、
天
皇
の
即
位
及
び
即
位
礼
正
殿
の
儀
が
行

わ
れ
る
日
が
休
日
と
な
り
、
10
連
休
と
い
う
長

い
休
み
が
続
く
こ
と
に
な
る
。
過
去
に
例
が
な

い
長
期
休
暇
だ
け
に
、
国
民
生
活
に
ど
ん
な
影

響
が
で
る
の
か
。
各
方
面
か
ら
心
配
す
る
声
が

挙
が
っ
て
い
る
。

一
、
今
年
を
表
す
漢
字
が
「
災
」
に
決
ま
っ

た
。
確
か
に
今
年
は
、
地
震
、
豪
雨
、
台
風
と

自
然
の
猛
威
が
日
本
列
島
を
襲
っ
た
。
そ
の
た

め
、
日
本
各
地
が
、
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ

た
。
国
土
強
靱
化
を
一
日
も
早
く
進
め
な
け
れ

ば
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
に
な
る
。

一
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
は
CO2
で
、
そ
れ
に
よ

り
異
常
気
象
が
起
こ
り
、
世
界
各
地
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
温
暖
化
対
策
を
進

め
る
パ
リ
協
定
が
採
択
さ
れ
た
。
未
来
の
地
球

に
住
む
人
達
の
為
に
、
日
本
も
積
極
的
に
努
力

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
長
男
の
子
供
が
小
学
校
五
年
生
に
な
っ

た
。
今
、
野
球
に
熱
中
し
て
い
る
。
た
ま
に
、

孫
の
相
手
に
な
り
、
野
球
を
し
て
や
る
。
結
構

上
手
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
私
は
小
学
生
の

頃
、
勉
強
そ
こ
の
け
で
、
野
球
に
夢
中
に
な
っ

て
い
た
。
そ
の
頃
の
事
を
思
い
出
す
。

一
、
皇
居
前
の
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
に
お
茶
を
飲
み

に
行
っ
た
。
ラ
ウ
ン
ジ
に
す
ぐ
に
入
れ
る
と

思
っ
た
ら
、
約
30
分
待
た
さ
れ
た
。「
い
つ
も

こ
れ
ぐ
ら
い
混
ん
で
い
る
の
か
」
と
尋
ね
る

と
、「
毎
日
、
こ
ん
な
状
態
で
す
」
と
い
う
返

事
だ
っ
た
。
東
京
は
空
恐
ろ
し
い
所
だ
。

一
、
煽
り
運
転
を
繰
り
返
し
、
人
を
死
に
追
い

や
っ
た
男
に
、
横
浜
地
裁
で
懲
役
18
年
の
判
決

が
出
た
。
弁
護
側
は
無
罪
を
主
張
し
た
が
、
裁

判
官
は
運
転
を
危
険
運
転
と
判
定
、
厳
し
い
刑

を
科
し
た
。
最
近
横
着
な
運
転
が
目
に
つ
く
。

警
告
の
意
味
で
も
当
然
の
判
決
で
あ
る
。

一
、
フ
ラ
ン
ス
は
失
業
率
が
高
い
う
え
に
ガ
ソ

リ
ン
税
の
増
税
に
端
を
発
し
て
暴
動
が
起
き
、

イ
ギ
リ
ス
は
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
円
満
な
離
脱
が
出
来

ず
メ
イ
首
相
は
四
苦
八
苦
し
、
今
尚
混
乱
が
続

い
て
い
る
。
そ
れ
と
比
較
す
る
と
我
が
国
は
、

多
少
の
不
満
が
あ
っ
て
も
結
構
な
国
で
あ
る
。

二
ノ
湯
議
員

　
　
　
委
員
会
で
御
礼
の
挨
拶

前
決
算
委
員
長
と
し
て

第32回　伊勢神宮初詣
◇旅 行 日　平成31年1月14日（月・祝）

◇会　　費　10,000円

新春招福バスツアー

初詣実行委員会

◇申込先　初詣実行委員会（二ノ湯さとし事務所内） TEL(075)315-2228
またはアサカ観光社 TEL(075)821-0650

◇昼食場所　旅荘　海の蝶

自
民
党
が
野
党
時
代
、
谷
垣
総
裁
の
提
唱

で
、
地
方
の
住
民
の
声
を
聞
き
、
そ
れ
を
政
策

に
い
か
し
て
、
政
権
を
再
び
取
り
戻
そ
う
と
、

衆
参
国
会
議
員
が
「
ふ
る
さ
と
対
話
集
会
」
を

開
催
し
た
。
そ
れ
が
大
い
に
、
効
果
を
発
揮
し

て
、
政
権
を
奪
還
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
来
年

は
統
一
地
方
選
挙
と
参
議
院
選
挙
が
、
12
年
ぶ

り
に
同
じ
年
に
執
行
さ
れ
る
。
そ
の
時
の
参
議

院
選
挙
は
、
過
去
の
例
に
よ
る
と
、
自
民
党
に

大
変
厳
し
い
。
そ
こ
で
、
二
階
幹
事
長
の
指
示

の
下
、
来
年
3
月
末
ま
で
に
、
衆
参
議
員
が
最

低
3
回
開
催
す
る
事
に
な
っ
た
。
去
る
19
日
、

兵
庫
県
の
末
松
信
介
参
議
院
議
員
が
、
赤
穂

市
、
相
生
市
、
明
石
市
で
3
回
集
会
を
開
催
、

末
松
氏
と
親
し
い
二
ノ
湯
議
員
も
参
加
し
た
。

平
成
29
年
9
月
28
日
か
ら
、
平
成
30
年
10
月

24
日
ま
で
、
参
議
院
決
算
委
員
長
を
務
め
て
い

た
二
ノ
湯
参
議
院
議
員
は
、
臨
時
国
会
中
に
開

催
さ
れ
た
決
算
委
員
会
で
、
前
委
員
長
と
し
て
、

委
員
会
運
営
に
協
力
を
し
て
貰
っ
た
委
員
各
位

に
御
礼
の
挨
拶
を
し
た
。
二
ノ
湯
議
員
は
引
き

続
き
決
算
委
員
会
に
所
属
す
る
事
に
な
っ
た
。

舞
鶴
市
長
選
挙
に
多
々
見
氏
3
選
出
馬

自
民
党
京
都
府
連
推
薦
決
定

12
月
25
日
、
自
民
党
京
都
府
連
は
、
来
年
1

月
27
日
告
示
、
2
月
3
日
に
投
開
票
さ
れ
る
舞

鶴
市
長
選
挙
に
3
選
を
目
指
す
現
職
の
多
々
見

良
三（
67
）氏
を
推
薦
候
補
と
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。
多
々
見
氏
は
2
期
8
年
間
、
指
導
力
を

発
揮
、
舞
鶴
市
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
来

た
。
一
時
健
康
を
害
し
た
が
、
今
は
す
っ
か
り

回
復
、
以
前
よ
り
も
健
康
そ
う
で
あ
る
。
舞
鶴

市
は
先
の
市
会
議
員
選
挙
で
は
、
保
守
系
議
員

が
圧
倒
的
勝
利
、
多
々
見
市
政
と
二
人
三
脚
で

更
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。


